
 

  

- 1 - 

研究課題別事後評価結果 
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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究では、アピカル複合体の機能と構造の協働を明らかにすることを目指し、高解像度・長

時間ライブイメージング法を確立した。この技術をもとに、繊毛基底小体の整列機構の解明に

成功するとともに、アピカル骨格系の自己組織化による多繊毛整列の数理モデルとして、細胞

骨格系の重合•脱重合と収縮力を考慮したアクティブ流体モデルを構築した。新たな分子の関与

などを含めた分子生細胞物学的な進展に加え、数理における新規モデルの構築など、多方面へ

影響をもたらす成果であり、高く評価できる。本研究で、アピカル複合体の存在を明確にした

点は評価されるが、多繊毛細胞のみならず一般上皮細胞でのアピカル複合体の意義に関する視

点での発信があればさらに素晴らしかった。 

基底小体の整列様式としての格子状配置をもたらすプロセスに関するモデリングについては、

基盤になるアピカル骨格の方向性について実験的な確証が不十分な可能性もある。微小管繊維

と基底小体の相互作用とともに、流体力学的な関係も含めるための繊毛間での相互作用も考慮

に入れ、検討されることが望まれる。 

技術的な面からも、オリンパスと共同で新しい顕微鏡システムを開発しており、今後多くの生

命現象における細胞内秩序構造の形成メカニズム解明や上皮バリア研究に活用されると期待で

きる。また、上皮細胞間バリアの生体機能や病態への関与についても解析が進められ、アトピ

ー性皮膚炎などをはじめとする疾患との関係も明らかになりつつある。今後、基礎研究だけで

なく社会への応用についても期待する。 
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